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問  

平
成
24
年
度
の
鴻
巣
市
の
一
般
会
計

予
算
は
過
去
に
例
を
見
な
い
大
型
予
算
を

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
鴻
巣
市
が

平
成
17
年
10
月
１
日
に
合
併
を
し
、
合
併

の
基
本
方
針
で
あ
る
新
市
建
設
計
画
を
着

実
に
原
口
市
長
が
実
行
し
て
い
る
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
に
事
業
が
集
中

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
本

市
の
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
特
徴

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答  

平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
総
額
は
、

平
成
24
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
６
億
４
４

０
０
万
円
減
の
予
算
規
模
と
な
る
３
６
７

億
５
６
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
が
、
２
年

連
続
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
合
併
時
に
計
画
し
た
合
併
特
例
事
業

が
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
に
か
け

て
集
中
し
て
お
り
、
合
併
特
例
債
を
最
大

限
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」、

「
合
併
特
例
債
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
後

期
基
本
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
３

つ
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
政
運
営
の
基
本
と

し
、「
花
か
お
り　
緑
あ
ふ
れ　
人
輝
く
ま

ち　

こ
う
の
す
」の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド「
健
康

体
力
づ
く
り
」、「
市
民
活
動
」、「
映
画
館
」

事
業
と
し
、
す
こ
や
か
運
動
応
援
室
の
設

置
、
市
民
活
動
の
拠
点
で
あ
る
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
の
活
用
の
促
進
、
市
民
み
ん
な

の
映
画
館
を
目
指
し
た
映
画
館
の
オ
ー
プ

ン
を
実
現
さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
魅
力
あ
る
ま
ち「
こ
う
の
す
」を
創
り
上

げ
る
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

鴻
巣
市
の
ご
み
処
理
施
設
は
鴻
巣
地

域
、
川
里
地
域
の
ご
み
は
埼
玉
中
部
環
境

保
全
組
合
、
吹
上
地
域
の
ご
み
は
彩
北
広

域
清
掃
組
合
で
処
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

１
市
２
町
で
平
成
17
年
に
合
併
し
た
た

め
、
地
域
の
ご
み
の
処
理
場
が
違
う
の
は

致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
問
題
は
両
処
理

施
設
と
も
耐
用
年
数
に
問
題
が
あ
り
、
今

後
の
処
理
施
設
の
計
画
が
大
事
で
あ
り
ま

す
。
埼
玉
中
部
環
境
保
全
組
合
の
管
理
者

で
あ
る
吉
見
町
は
、
比
企
郡
を
含
め
た
10

市
町
村
で
の
建
設
計
画
を
打
ち
だ
し
ま
し

た
が
、
鴻
巣
市
は
、
行
田
市
・
北
本
市
と

共
に
ご
み
処
理
施
設
を
建
設
す
る
方
向
で

動
き
出
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
枠

組
み
と
候
補
地
・
推
進
体
制
・
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答  

本
年
１
月
10
日
に
行
田
市
長
、
北
本

市
長
に
呼
び
か
け
を
し
、
３
市
長
に
よ

る
、
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。内
容
は
、枠
組
み
は
鴻
巣
市
、

行
田
市
、
北
本
市
の
３
市
で
進
め
て
い
き

た
い
こ
と
な
ど
で
す
。
２
月
12
日
に
会
議

を
開
催
し
、
枠
組
み
は
、
鴻
巣
市
、
行
田

市
、
北
本
市
の
３
市
を
核
と
す
る
こ
と
で

合
意
し
、建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、再
度
、

協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の

推
進
体
制
に
つ
い
て
は
、
３
市
に
よ
る
協

議
が
必
要
で
す
の
で
、
建
設
場
所
の
協
議

が
整
っ
て
か
ら
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
含
め
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

後
、
広
域
化
の
た
め「
協
議
会
」を
設
立
す

る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
協
議
会
の
法
的

位
置
づ
け
や
運
営
方
法
等
を
協
議
し
ま

す
。
今
後
、
勉
強
会
、
首
長
会
議
で
協
議

を
進
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
・
健
康
を
ど
う
守
る
か

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

公 
明 
党（
２５
分
）

問  

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
・

予
防
保
全
型
維
持
管
理
は
。

答  

橋
長
10
ｍ
以
上
の
主
要
橋
梁
を
対
象

に
事
後
的
対
応
か
ら
、
予
防
的
対
応
に
転

換
す
る
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
具

体
策
を
検
討
し
ま
し
た
。
下
忍
ポ
ン
プ
場

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
26
年
度
か
ら
工

事
を
行
い
ま
す
。
水
道
事
業
の
災
害
対
策

と
し
て
老
朽
管
更
新
に
よ
る
排
水
管
路
耐

震
化
・
浄
水
場
施
設
の
耐
震
化
の
為
改

築
・
耐
震
補
強
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問  「
す
こ
や
か
運
動
応
援
室
」と
は
。

答  

地
域
全
体
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

健
康
運
動
士
を
中
心
に
保
健
師
・
栄
養
士

と
連
携
し
、
運
動
・
健
康
・
食
の
推
進
を

一
体
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問  「
鴻
巣
版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」の
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

既
存
の「
次
世
代
育
成
推
進
対
策
協

議
会
」を「
鴻
巣
版
子
ど
も・子
育
て
会
議
」

と
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
し
て
行
き
ま
す
。

問  「
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
」に
か

け
る
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答  

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
総
合
振

興
計
画
策
定
や
重
要
な
政
策
課
題
に
つ
い

て
専
門
的
な
知
見
を
持
つ
有
識
者
か
ら
助

言
・
指
導
を
頂
き
、
よ
り
効
率
の
高
い
施

策
の
立
案
・
実
行
に
結
び
付
け
、
市
政
推

進
に
成
果
を
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

前
回
選
挙
時
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
唯

一
未
着
手
で
あ
る
、
中
学
校
武
道
場
整
備

事
業（
吹
上
中・吹
上
北
中・川
里
中
）は
、

早
急
な
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答  

市
内
８
中
学
校
の
う
ち
、
指
摘
さ
れ

た
３
校
に
つ
い
て
は
武
道
場
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
吹
上
中
・
川
里
中
の
剣

道
の
授
業
で
は
、
武
道
具
が
整
備
済
み
で

あ
り
、
吹
上
北
中
の
柔
道
の
授
業
に
お
い

て
も
体
育
館
に
畳
を
敷
い
て
対
応
し
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
武
道
の
授
業
を
体
育

館
で
行
う
こ
と
で
支
障
が
な
い
こ
と
か

ら
、
当
分
の
間
整
備
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問  

合
併
特
例
債
を
限
度
額
の
約
３
２
７

億
６
０
０
０
万
円
ま
で
活
用
す
る
計
画
だ

が
、
市
債
償
還
の
た
め
の
減
債
基
金
の
積

み
立
て
は
年
２
億
円
で
十
分
な
の
か
。

答  

本
市
の
平
成
24
年
度
末
の
減
債
基
金

残
高
見
込
額
は
約
４
億
３
９
２
万
円
と
な

り
、
平
成
23
年
度
県
内
平
均
額
と
同
程
度

の
残
高
で
す
。
合
併
特
例
債
の
元
利
償
還

金
の
30
％
は
自
主
財
源
で
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
末

に
は
10
億
円
以
上
の
残
高
を
確
保
し
、
平

成
28
年
度
以
降
も
財
政
状
況
や
財
政
調
整

基
金
の
残
高
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
更

な
る
積
み
増
し
を
検
討
し
普
通
交
付
税
の

　
３
月
定
例
会
で
は
、
市
長
が
平
成
２５
年
度
予
算
で
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
か
と
い
う
施
政

方
針
を
説
明
し
、
そ
れ
に
対
し
各
派
の
代
表
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
※
質
問
時
間
は
、
１０
分
＋
会
派
人
数
×
５
分
で
す
。

平
成
25
年
度
施
政
方
針
並
び
に
予
算（
案
）

の
大
綱
と
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

鴻 

創 

会（
５５
分
） 代

表
質
問

市
長
の
施
政

方
針
に
対
す
る
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マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
未
着
手
事
業
の
対
応
は

減
債
基
金
の
積
み
立
て
状
況
と
計
画
は

か
い
え
ん
た
い（
２５
分
）

問  
前
回
選
挙
時
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
唯

一
未
着
手
で
あ
る
、
中
学
校
武
道
場
整
備

事
業（
吹
上
中・吹
上
北
中・川
里
中
）は
、

早
急
な
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答  

市
内
８
中
学
校
の
う
ち
、
指
摘
さ
れ

た
３
校
に
つ
い
て
は
武
道
場
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
吹
上
中
・
川
里
中
の
剣

道
の
授
業
で
は
、
武
道
具
が
整
備
済
み
で

あ
り
、
吹
上
北
中
の
柔
道
の
授
業
に
お
い

て
も
体
育
館
に
畳
を
敷
い
て
対
応
し
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
武
道
の
授
業
を
体
育

館
で
行
う
こ
と
で
支
障
が
な
い
こ
と
か

ら
、
当
分
の
間
整
備
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問  

合
併
特
例
債
を
限
度
額
の
約
３
２
７

億
６
０
０
０
万
円
ま
で
活
用
す
る
計
画
だ

が
、
市
債
償
還
の
た
め
の
減
債
基
金
の
積

み
立
て
は
年
２
億
円
で
十
分
な
の
か
。

答  

本
市
の
平
成
24
年
度
末
の
減
債
基
金

残
高
見
込
額
は
約
４
億
３
９
２
万
円
と
な

り
、
平
成
23
年
度
県
内
平
均
額
と
同
程
度

の
残
高
で
す
。
合
併
特
例
債
の
元
利
償
還

金
の
30
％
は
自
主
財
源
で
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
末

に
は
10
億
円
以
上
の
残
高
を
確
保
し
、
平

成
28
年
度
以
降
も
財
政
状
況
や
財
政
調
整

基
金
の
残
高
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
更

な
る
積
み
増
し
を
検
討
し
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
に
よ
る
加
算
が
な
く
な
る
平

成
33
年
度
以
降
の
後
年
度
負
担
に
備
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
向
け

推
進
事
業
の
構
想
策
定
を

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア（
２０
分
）

問  

市
長
は
、
本
市
の
重
要
施
設
で
あ
る

「
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業
」に
つ
い
て

鴻
巣
市
、
行
田
市
、
北
本
市
の
３
市
の
枠

組
み
で
広
域
化
を
進
め
る
方
針
で
す
が
、

関
係
市
と
の
協
議
に
臨
む
に
あ
た
り
、
施

設
建
設
地
の
自
治
体
名
、
建
設
規
模
等
本

市
の
構
想
策
定
方
針
を
お
た
ず
ね
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
多
額
の
予
算

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
建
設
基
金
の
新
設

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
お
考
え
か
。

答  

本
市
か
ら
行
田
市
、
北
本
市
に
呼
び

か
け
会
議
を
開
催
、
本
市
か
ら
広
域
化
は

３
市
で
進
め
た
い
こ
と
、
建
設
場
所
は
鴻

巣
市
と
い
う
内
容
を
提
案
、
協
議
の
結
果

広
域
化
は
３
市
を
核
と
し
て
進
め
る
こ
と

で
合
意
、
建
設
場
所
は
、
再
度
協
議
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
施
設
建
設
規
模

は
、
試
算
で
は
３
市
で
１
日
当
た
り
、
約

２
６
０
ト
ン
の
ご
み
を
処
理
で
き
る
規
模

の
施
設
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業

の
構
想
策
定
に
向
け
て
は
、
今
後
、
構
成

団
体
と
十
分
協
議
し
て
進
め
る
こ
と
が
肝

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
、
基
金

の
設
置
を
含
め
関
係
市
等
と
協
議
し
ま
す
。

荒
川
左
岸
通
線
の
北
側
の
事
業
・
健
康
づ
く

り
の
推
進
・
児
童
と
子
育
て
支
援
の
充
実

み
ど
り
の
会（
２０
分
）

問  

荒
川
左
岸
通
線
の
北
側
部
分
の
事
業

は
。

答  

荒
川
左
岸
通
線
北
側
の
緑
町
と
宮
前

境
県
道
鎌
塚
鴻
巣
線
ま
で
の
北
側
へ
の
延

伸
計
画
は
平
成
17
年
に
完
了
し
て
か
ら
、

こ
の
道
路
の
影
響
で
雨
水
冠
水
被
害
が
起

こ
っ
て
お
り
、
現
在
こ
の
対
応
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
延
伸
計
画
を
慎
重
に
判
断

し
、
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
計
画
的
な
進

捗
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問  

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
。

答  

4
月
よ
り「
す
こ
や
か
運
動
応
援
室
」

を
設
置
し
、
体
操
教
室
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
な
ど
の
事
業
と
運
動
遊
具
の
維
持
管

理
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
等
に

係
る
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問  

児
童
と
子
育
て
支
援
の
充
実
は
。

答  

延
長
保
育
・
放
課
後
児
童
健
全
育

成
・
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
・
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
整
備
・
一
時
預
か
り
事
業
は
既

に
実
施
し
、
病
児
保
育
事
業
の
実
施
は
新

年
度
に
お
い
て
実
施
の
方
向
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
一
自
治
体
と
し
て
十
分
な

責
任
を
果
し
て
い
き
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
完
成
の
時
期
は

本
市
建
設
業
協
会
と
の
災
害
協
定
締
結
は

コ
ス
モ
ス
ク
ラ
ブ（
２０
分
）

問  

２
月
20
日
付
埼
玉
新
聞
に
よ
る
と
中

部
環
境
保
全
組
合
の
管
理
者
で
あ
る
吉
見

町
長
は
、
鴻
巣
・
北
本
・
行
田
を
除
く
８

市
町
村
で
連
携
し
て
７
年
以
内
に
新
し
い

施
設
を
造
り
た
い
、
ま
た
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
中
部
環
境
で
の
ご
み
処
理
は
新
施

設
が
完
成
す
る
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
そ

う
な
る
と
本
市
及
び
北
本
市
の
ご
み
の
行

く
末
は
、
本
市
・
北
本
市
・
行
田
市
の
新

ご
み
処
理
施
設
完
成
の
時
期
に
か
か
っ
て

い
る
と
思
う
が
見
解
は
。

答  

明
確
な
完
成
時
期
は
、
差
し
控
え
ま

す
が
、
３
市
の
ご
み
処
理
に
支
障
を
来
た

さ
ぬ
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問  

災
害
は
必
ず
や
っ
て
来
る
！　
本
市

建
設
業
協
会
員
の
中
に
は
、
本
市
に
対
し

て
不
満
を
漏
ら
す
方
も
数
多
く
居
ま
す
。

し
か
し
彼
等
の
力
無
く
し
て
は
応
急
災
害

対
策
は
不
可
能
と
考
え
ま
す
。
本
市
も
配

慮
す
べ
き
は
配
慮
し
て
一
刻
も
早
く
当
該

協
会
と
災
害
協
定
を
締
結
す
べ
き
と
思
う

が
。

答  

鴻
巣
市
建
設
業
協
会
と
の
協
力
体
制

は
重
要
で
あ
り
検
討
・
調
整
を
重
ね
協
定

締
結
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。


